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論 文 内 容 の 要 旨

網膜のシナプス層に対するコリン作動性薬剤の影響を ERG の上から検索し, その作用機序並びに網膜

内の興奮伝導機構を解明するために本研究を行なった｡ 同時に球後注射された薬剤が網膜機能に如何に影

響を及ぼすか ERG の変化から考察した｡

実験動物には白色家兎を使用｡ アセチールコリン (以下 Ach.と略す), エゼ リン, ネオスチグミン,

ニコチン, テ トラ ･エテール ･ アンモニウム (T . E,A.), ツボクラリン, ピロカルピン及びア トロピン

の8種類の薬剤を単独に静脈注射並びに球後注射して, ERG に及ぼす影響を検討 した｡

(1)Ach.:10γ/kg静注並びに 5mg球後注射によって ERG 各波は軽い増幅傾向を示したが, 150

γ/kg静注では反対に著しく減弱した｡ その後, C , b ,a波の順に元の振幅に恢復 したが, C 波のみは更

にこの値を越えて増大 した｡

(2) エゼリン ･ネオスチグミン :両剤共に明らかな縮瞳作用を示したが, ERG に有意の変化がみられ

なかった｡

(3) ニコチン :0.2mg/kg静注直後から, a, b 波は著しく増幅したが, C 波はまず一旦減弱した後急

激に増大した, この増幅した各波の振幅は15分乃至20分後に元の値に戻った｡ しかし,1mg球後注射で

は反対に緩慢な減幅傾向を示した｡

(4) T .E .A .10mg/kg静 注によって, 直後から各波は一様に減幅した｡ この振幅の元の値への恢復膿

序はa,b,C 波の膿であった｡ しかし,30mg球後注射によって ERG に何等の変化をみなかった｡

(5) ツボクラリン :0.1mg/kg静注ではb,C 波に,0.5mg球後注射ではa,b波は僅かの増幅傾向

がみられた｡

(6) ピロカルピン :1mg/kg静注によって, 各波共注射3分後から30分後まで軽い減幅を来 したが,

3mg球後注射では ERG に殆んど変化がなかった｡

(7) ア トロピン :2mg/kg静注並びに 5mg球後注射では ERG に有意の変化はなかった｡ しかし,
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20 mg/k q 静注後, 各波は一様に減幅したが, C波はa, b 波に比べて早 ぐ恢複し, 卿 こ, 元の振幅値を

凌駕して増大した｡ a, b 波では振 幅恢復後の増幅はなかった｡

以上の実験結果から, これらのコリン作動性基剤は末梢神経節のシナプスに於けると同様の作用機序に

よって網膜シナプスに影響を及ぼす結果, 網膜に於て電位変動を現わすに至ると考察することが で きな

い｡

おのおのの薬剤のERGに対する作用機序について, 今回の成績と文献的考察から次のような事が想定

される｡ Ach., ニコチン･T.E.A.及びア トロピン静注による ERGの影響にこれら薬剤の網膜に対す

る直接作用が関係していることが否定できない｡ 特に, ニコチンでは神経組織と親和性が高いこと, ア ト

ロピンでは EEG を徐波化する点と結びつけて ERGの変化を説明することが可能であろう｡

シナプス後膜に対して電位変動を惹起するといわれる Ach.やニコチンは ERGに明らかな変化を及

ぼしたのに反して, 抗 ChE剤のエゼリン, ネオスチグミンや神経筋接/合郡の遮断剤ツボクラ リンで は

ERGが不変化であった事から, 前者は網膜の電位発生に与える活動膜に直接に作用するが, 後者はその

ような直接作用を欠いていると推論できるであろう｡

しかし, 網膜に対するf酎妾作用とは別に, 全身あるいは眼循環系変化に伴う二次的影響も考慮される0

時に, 大量の Ach., ア トロピン及び T.E.A.の静注では, その循環系に対する薬理作用と先人の大動

脈給費実験にみられる ERGの消長と類似性があることから, 裏付けられる｡ これに反して, ニコチン

のERG増強作用を血管収緒による網膜の ischemia自体が網膜に対して影響を及ぼすことも否定できな

いO 一方, 上記薬剤の球後注射によるERGの変化は;jA!IZ注の場合に比して著しく異なる｡ これは薬剤の網

膜に対する甫接作用に求めるよりも, 眼循環系に及ぼす影響によるものであると考えられる｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

網膜のシナプス層に対するコリン作動性薬剤の影響を ERGの上から検索し, 網膜内の興奮伝導機構を

解明するために本研究を行なった｡ 下記の8薬剤を静注, 球後注射して, 家兎ERGの変化を検討した｡

静注群では, 少量のアセチルコリン(以下 Ach.と略す), ツボクラリンは ERGを軽度に増強し, ニコチ

ンはC波をはじめいったん滅幅した後, 各波を著しく増幅した｡ 大量のACh.およびア トロピン,T.E.A

は負荷置後から各電位を急激に減弱せしめた｡ ピロカルピンも各波にわずかの減幅傾向を示したが, エゼ

リン, ネオスチグミン, 少量のア トロピンはERGに有意の影響をおよぼきなかった｡ 一方, 球後注射群

では Ach., ツボクラリンは増幅傾向を, ニコチンは減隔傾向を示したが, 他の薬剤では ERGに影響が

みられなかった｡

Ach., ニコチン, T.E.A, ア トロピン静注による実験成績に薬物の循環系変化に伴う二次的影響が関

係しているが, 網膜に対する直接作用も機序として否定できない｡ しかし, 木結果を末梢神経節のシナプ

スにおけると同様の作用機序を網膜内のシナプスに拡大適用して説明することができないであろう｡

球後注射によるERGの変化にその薬剤の眼循環系に対する影響が主因となっていると推察される｡

本論文は学問的に有益であって医学博士の学位論文として価値あるものと認定する｡
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